
　
日
本
三
大
花
火
の
ひ
と
つ
で
あ
る
長

岡
花
火
で
知
ら
れ
る
新
潟
県
長
岡

市
。
東
京
か
ら
上
越
新
幹
線
に

乗
っ
て
、
約
1
時
間
半
。現

在
の
J
R
長
岡
駅
は
か
つ

て
の
長
岡
城
本
丸
が
あ
っ

た
場
所
だ
。
駅
か
ら
花

火
が
行
わ
れ
る
信
濃
川

ま
で
を
ま
っ
す
ぐ
な
大
手

通
り
が
貫
き
、
城
下
町
の

面
影
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　
そ
ん
な
歴
史
あ
る
ま
ち
で
、

現
在
進
行
中
な
の
が
、「
1
0
0

年
先
の
長
岡
の
た
め
に
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
総
力
を
結
集
し
た
ま
ち
づ
く
り

だ
。
何
を
目
的
に
、
ど
ん
な
将
来
像
を
描
い

て
い
る
の
か
。
変
わ
り
ゆ
く
ま
ち
の
様
子
を

追
っ
た
。

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
を
復
活

　
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
県
内
で

2
番
目
の
人
口
を
誇
る
長
岡
市
。
戊
辰
戦
争

や
第
二
次
世
界
大
戦
の
空
襲
で
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
な
が
ら
も
、
不
撓
不
屈
の
精
神
で

復
興
。市
の
紋
章
、不
死
鳥
は
そ
の
象
徴
だ
。

　
市
の
中
心
地
で
あ
る
長
岡
駅
周
辺
は
、
か

つ
て
は
デ
パ
ー
ト
や
大
型
商
業
施
設
が
建
ち

並
び
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
し
か

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
大
手
通
り
に
商
業
、
産

業
な
ど
ま
ち
づ
く
り
の
関
係
部
署
を
あ
え
て

点
在
さ
せ
、
人
の
流
れ
を
作
ろ
う
と
い
う
計

画
で
す
。
全
国
初
の
複
合
施
設
と
し
て
各
地

か
ら
の
視
察
も
多
く
、
既
に
長
岡
市
の
新
た

な
顔
と
も
な
っ
て
い
ま
す
」

　
子
育
て
支
援
の
拠
点
が
入
る
「
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
大
手
」
や
福
祉
拠
点
「
ト
モ
シ
ア
」
な

ど
の
4
つ
の
再
開
発
事
業
は
既
に
竣
工
。
ま

ち
の
歩
行
者
や
に
ぎ
わ
い
も
、
少
し
ず
つ
回

復
の
兆
し
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

未
来
を
担
う
人
づ
く
り
の
核
に

　
長
岡
市
の
ま
ち
な
か
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
整

備
の
集
大
成
と
な
る
の
が
、「『
人
づ
く
り
』

と
『
産
業
再
興
』
を
総
が
か
り
で
支
え
る
地

方
創
生
の
拠
点
」
と
市
が
位
置
づ
け
る
、
大

手
通
坂
之
上
町
地
区
で
の
再
開
発
事
業
だ
。

竣
工
後
の
地
区
名
称
と
し
て
「
米
百
俵
プ
レ

イ
ス
」
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ

の
地
の
歴
史
に
由
来
す
る
。

　
戊
辰
戦
争
の
敗
北
後
、
長
岡
藩
は
貧
困
と

飢
餓
に
苦
し
ん
だ
。
そ
こ
に
救
援
米
と
し
て

米
百
俵
が
届
け
ら
れ
た
が
、
長
岡
藩
の
大
参

事
・
小
林
虎
三
郎
は
こ
れ
を
食
す
こ
と
な

く
、
人
を
育
て
る
大
切
さ
を
説
い
て
「
国
漢

学
校
」
設
立
の
資
金
に
使
用
。
長
岡
復
興
を

担
う
多
く
の
人
材
を
育
て
た
。
今
回
の
事
業

し
、
戦
後
に
建
て
ら
れ
た
ビ
ル
は
、

時
と
共
に
揃
っ
て
老
朽
化
。
デ
パ
ー
ト

な
ど
の
閉
店
も
相
次
ぎ
、
信
濃
川
の
対
岸
に

大
型
商
業
施
設
な
ど
が
で
き
て
人
の
流
れ
も

変
化
。
ま
ち
な
か
の
空
洞
化
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
市
が
始
め
た
の
が
、
市
内
に
分

散
し
て
い
た
公
共
施
設
を
中
心
市
街
地
に
再

配
置
す
る
『
ま
ち
な
か
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
』

の
取
り
組
み
だ
。
長
岡
市
中
心
市
街
地
整
備

室
の
谷
畑
哲
也
室
長
が
話
す
。

「
ま
ち
の
核
と
な
る
の
が
2
0
1
2
（
平
成

24
）
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
『
ア
オ
ー
レ
長

岡
』
で
す
。
ア
リ
ー
ナ
、
市
民
交
流
ホ
ー
ル

な
ど
の
公
会
堂
機
能
と
市
役
所
、
議
会
が
一

体
と
な
っ
た
市
民
協
働
・
交
流
の
拠
点
で
、

設
計
は
隈
研
吾
さ
ん
。
こ
こ
を
中
心
に
、
メ

ど
に
も
き
め
細
か
に
対
応
し
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

　
建
設
に
あ
た
っ
て
は
す
べ
て
を
新
た
に
建

て
直
す
の
で
な
く
、
B
街
区
の
第
四
北
越
銀

行
の
建
物
は
、
外
観
の
イ
メ
ー
ジ
を
継
承
し

て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
景

観
維
持
を
両
立
す
る
。
ま
た
、
市
内
4
大
学

1
高
専
の
拠
点
と
し
て
長
岡
の
未
来
を
支
え

る
若
者
の
た
め
の
ラ
ボ
や
学
生
と
産
業
人
が

交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
設
置
。
若
者
の
居
場

所
や
働
く
場
を
つ
く
り
、
ま
ち
や
市
の
活
性

化
に
つ
な
が
れ
ば
、
と
市
も
大
き
な
期
待
を

寄
せ
る
。

　
既
に
、
2
0
2
5
年
の
事
業
完
了
に
向
け

既
存
建
造
物
の
解
体
、
建
築
工
事
が
ス
タ
ー

ト
。
い
よ
い
よ
事
業
は
佳
境
に
入
る
。

「
行
政
が
主
体
と
な
る
再
開
発
は
こ
れ
で
ひ

と
段
落
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
主
導
か
ら
地
域

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
橋
渡
し
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
U
R
は
長
岡
市
の
今

後
の
発
展
の
た
め
に
引

き
続
き
支
援
し
て
い
き

た
い
」
と
亀
山
。「
人

づ
く
り
」の
歴
史
に
支

え
ら
れ
た
長
岡
市
の
未

来
に
期
待
が
集
ま
る
。

ま
す
。
ま
ち
な
か
の
工
事
に
な
る
の
で
振
動

や
騒
音
に
極
力
配
慮
す
る
こ
と
や
、
権
利
者

さ
ん
と
の
話
し
合
い
や
移
転
先
の
ご
相
談
な

エ
リ
ア
は
、
ま
さ
に
こ
の
国
漢
学
校
の
あ
っ

た
地
。
人
づ
く
り
の
大
切
さ
を
伝
え
る
「
米

百
俵
」
ゆ
か
り
の
場
所
に
、
未
来
の
長
岡
を

支
え
る
人
づ
く
り
と
学
び
の
拠
点
が
建
つ
と

い
う
わ
け
だ
。

　
施
設
は
4
つ
の
街
区
か
ら
な
る
大
規
模
な

も
の
だ
。
A

‒

1
街
区
は
店
舗
と
集
合
住
宅
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
通
路
（
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
）
で

つ
な
が
る
A

‒

2
街
区
と
B
街
区
は
、
第
四

北
越
銀
行
や
長
岡
商
工
会
議
所
の
ほ
か
、

『
長
岡
市
人
づ
く
り
・
学
び
・
交
流
エ
リ
ア

（
仮
称
）』
と
し
て
、
ま
ち
な
か
図
書
館
な
ど

の
知
的
創
造
、
新
た
な
産
業
を
興
す
人
材
育

成
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
産
業
振

興
の
三
つ
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
共
公
益
施
設

が
入
る
。
C
街
区
は
、
ま
ち
な
か
来
訪
者
の

利
便
性
を
高
め
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
及
び
立
体
駐

車
場
に
す
る
計
画
だ
。

　
U
R
は
、
長
岡
市
と
地
元
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
2
0
1
4
年
か
ら
市
と
一
体
と
な
っ

て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
多
岐
に
わ
た
る

地
権
者
と
の
交
渉
な
ど
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を

行
う
と
同
時
に
、
A

‒

2
街
区
に
あ
た
る
百

貨
店
の
跡
地
を
取
得
し
て
事
業
の
下
支
え
も

行
っ
た
。

　
U
R
長
岡
都
市
再
生
事
務
所
長
の
亀
山
守

一
は
「
長
岡
市
の
核
と
な
る
事
業
、
地
方
創

生
に
携
わ
る
や
り
が
い
と
意
義
を
感
じ
て
い
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「人づくり」の精神を継承し
未来へつなげるまちづくり
新潟県長岡市／大手通坂之上町地区
第一種市街地再開発事業
2014年●平成26年～

建設作業が始まったA-1
及びA-2街区。中央奥の
建物はリノベーションさ
れるB街区の現・第四北
越銀行。A-2街区とB街
区にまたがる建物には公
共公益施設「長岡市人
づくり・学び・交流エリア
（仮称）」、銀行、商工会
議所が入る。


